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’中で（・）融る大触から轍翻糠・あl」，．Φ）瞭

‘的安定な状態に影いて或る速度を爽えた場含にてんぷく

する臨界陣度を求めるために行われたものでず紙面の

都合で以下は弐號にゆずります．

丈 献

（1）fCx）・g（y）の彩にならない一般のF（xrv）の如き画欺を含む場合

は現状のままでは解けな、㍉

（2）‘‘理工研報告，，Vo1．3（1949）を蓼照された、・．　　　’

（3）㈱工學致攣，元良助数授，箪生，果田剛劉君の姻に依る，
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　　　　　　　　研削作用の研究（第1報）・

　．’　　　　　　　　竹　中　規　雄（機㈱

　研創砥石車を用いて金薦材料の加平物を研創仕上す

る場合に，ピエゾ電氣を鷹用した抵抗力測定装置を製

作して加工物が砥石車に及ぼす抵抗力を測定した．こ

の製置は抵抗力の切線方向及び雫裡方向（抵石車に樹
して）一の爾分布を同時に測定し得るものである．

　まず砥石面の目立て（dressin禽），の方法が研削i抵抗

に及ぼす影響を實験した結果次の結論を得た．

　（1）ダイヤモンド・ドレッサーを用いて目立てを

行う場合，ドレッサ陶のve　b速度がきわめて小さい
（1εmm／min程度）と，砥石面は築坦に仕上げられるが

砥粒がダイヤモンドにより切創’される傾向があり，砥

石面に閏ている砥粒の稜は鈍くなり，從ってこの厭態

で研鰯すれば抵抗はきわめて大選くなる．

　（2）目立時の塗り遠度を大きくすれば砥粒はダイヤ

モyドにより砥石がら大きく脱落して抵石面には鏡い
稜が表われ，砺創抵抗も小さくなる．しかしな黍ら一

定の側雌5°鱒加in琳上で臆ぼ淀雛る・

　（3）ダイヤモンドの切込はα01m口～0．02m撮で
はほとんど影響綜なくi主として目立の際の邊り速度に
影響さli；る．　　　　’　　　　　　　　　，，

　（4）・・ンチントン型ドレッサーを用v・て目立てを行

うと・碑石蒔は春わあて粗．〈なるが表面に鏡い綾が出

て抵抗はきわめて小さくなる．

　以上の結諭はWA　，46Kの砥石を用い硬鋼を研劇し

た揚合のもので，切線方向分ガは圓のようになつてい
る．　　　　’

聞　　　　　　　　　　　　、
ll僧・

坑　　　　　　⑦⑤②
切

譲
方
向
分

力

　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　14　　　76　x　ra　一．2

　　　　　　　　　駆ゐ　の　切　…さ

　轟石の粒度，硬度，及び砥料（アランダム系，力陶ボ

ランec　4．系等）が異るど目立ての影響も異rうてくる．？
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